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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイドシルとリアフレームとを連続的に結合させるとともにこれらサイドシルとリアフ
レームとの境界付近に曲部が形成されてなる車体フレーム構造であって、
　前記曲部では、
　前記サイドシルおよび前記リアフレームの内側部同士が連続し、
　車体前方から後方へ延びるサイドシル側閉断面構造部の上下面間に配された第１のステ
ィフナの後端を前記サイドシルの長手方向後方へと延長することで前記第１のスティフナ
と前記サイドシルのサイドシルアウタとで延長閉断面構造部を、前記リアフレームの内側
部を含むリアフレーム側閉断面構造部と分岐し左右に隣接するように形成し、
　前記リアフレーム側閉断面構造部の左右面間に第２のスティフナを、前部が前記第１の
スティフナと車体前後方向に位置を重ねるように配し、
　前記延長閉断面構造部の前記第１のスティフナを前記リヤフレームの外側面に結合部材
で結合したことを特徴とする車体フレーム構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車体フレーム構造に関し、特にその剛性向上に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　車体フレーム構造に関する技術として、サイドシルの後端部の内側にリアフレームの前
端部を結合させることによりサイドシルとリアフレームとを連続的に結合させて剛性向上
を図ったものがある（例えば特許文献１参照）。また、このようにサイドシルとリアフレ
ームとを連続的に結合させるとスペース効率も向上することから、燃料タンク等の配設用
のスペースを拡大できるメリットもある。
【特許文献１】特公昭６２－６０３０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記のようにサイドシルとリアフレームとを連続的に結合させる構造においては、車体
側部の下部に位置するサイドシルと、その後方のリアタイヤを避けるように配設されるリ
アフレームとの境界付近に曲部が設けられることになるが、この曲部はやや強度が低下し
てしまう。
【０００４】
　したがって、本発明は、サイドシルとリアフレームとを連続的に結合させる際に、これ
らの境界付近の曲部の強度を向上させることができる車体フレーム構造の提供を目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明は、サイドシル（例えば実施形態にお
けるサイドシル１１）とリアフレーム（例えば実施形態におけるリアフレーム１２）とを
連続的に結合させるとともにこれらサイドシルとリアフレームとの境界付近に曲部（例え
ば実施形態における曲部１５）が形成されてなる車体フレーム構造であって、前記曲部で
は、前記サイドシルおよび前記リアフレームの内側部同士が連続し、車体前方から後方へ
延びるサイドシル側閉断面構造部（例えば実施形態におけるサイドシル側閉断面構造部１
５０）の上下面間に配された第１のスティフナ（例えば実施形態におけるリアフレームサ
イドスティフナ９５）の後端を前記サイドシルの長手方向後方へと延長することで前記第
１のスティフナと前記サイドシルのサイドシルアウタ（例えば実施形態におけるサイドシ
ルレインフォース２０）とで延長閉断面構造部を、前記リアフレームの内側部を含むリア
フレーム側閉断面構造部（例えば実施形態におけるリアフレーム側閉断面構造部１５４）
と分岐し左右に隣接するように形成し、前記リアフレーム側閉断面構造部の左右面間に第
２のスティフナ（例えば実施形態におけるリアフレームフロントスティフナ９９，リアフ
レームスティフナ１００）を、前部が前記第１のスティフナと車体前後方向に位置を重ね
るように配し、前記延長閉断面構造部の前記第１のスティフナを前記リヤフレームの外側
面に結合部材（例えば実施形態におけるサイドシルエンドフランジ９６）で結合したこと
を特徴としている。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に係る発明によれば、連続的に結合されるサイドシルとリアフレームとの境界
付近の曲部は、サイドシル側からリアフレーム側にかけて、第１のスティフナを配したサ
イドシル側閉断面構造部から第１のスティフナとは異なる向きで第２のスティフナを配し
たリアフレーム側閉断面構造部へと連続的に変化しているため、曲部の強度を向上させる
ことができる。しかも、第１のスティフナと第２のスティフナとが向きを異ならせている
ため、サイドシル側とリアフレーム側とでそれぞれ補強の方向を最適にすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の一実施形態の車体フレーム構造を図面を参照して以下に説明する。なお、以下
の説明における前後は車体前後方向における前後である。
【００１０】
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　本実施形態の車体フレーム構造においては、図１および図２に示すように、車体側部の
下部で前後方向に沿って延在するサイドシル１１の後端部に、後ろ上がりに傾斜した後に
前後方向に沿って延在するリアフレーム１２が連続的に結合されており、これらの結合位
置の手前には、車幅方向に沿って延在するミッドフロアクロスメンバ１３がその端部にお
いて結合されている。
【００１１】
　サイドシル１１、リアフレーム１２およびミッドフロアクロスメンバ１３は、車体骨格
部材を構成するもので、延在方向に直交する断面が閉断面構造をなしており、特にサイド
シル１１とリアフレーム１２とは閉断面構造を互いに連続させている。なお、リアフレー
ム１２が上記のように傾斜することでサイドシル１１およびリアフレーム１２の境界付近
に曲部１５が形成されている。
【００１２】
　車体側部の下部には、図３～図６に示すように前後方向に延在するとともに車幅方向内
側開口のハット型断面をなすサイドシルレインフォース２０と、前後方向に延在するとと
もに車幅方向外側開口のハット型断面をなしてサイドシルレインフォース２０の車幅方向
内側に接合されるフロントサイドシルインナ２１と、図３、図４、図７および図８に示す
ように前後方向に延在するとともに車幅方向外側開口のハット型断面をなし、フロントサ
イドシルインナ２１の後側においてサイドシルレインフォース２０の車幅方向内側に接合
されるサイドシルジョイント２２とが設けられており、サイドシルレインフォース２０の
車幅方向外側にはさらに車幅方向内側開口のハット型断面を有する図４および図６等に示
すアウタパネル２３がこの断面部分で接合されている。
【００１３】
　サイドシルレインフォース２０は、図３に示すように、略上下方向に沿う姿勢で前後方
向に延在するとともに後端部が後ろ上がりに拡大する形状の側板部２５と、この側板部２
５の上端縁部から車幅方向内側に屈曲する上板部２６と、側板部２５の下端縁部から車幅
方向内側に屈曲する下板部２７と、側板部２５の後端側から車幅方向内側に突出する図２
に示す後板部２８と、上板部２６の車幅方向内側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部
２９と、下板部２７の車幅方向内側の端縁部から下側に屈曲するフランジ部３０と、後板
部２８の車幅方向内側の端縁部から後側に屈曲すフランジ部３１とを有している。
【００１４】
　フロントサイドシルインナ２１は、図５に示すように、略上下方向に沿う姿勢で前後方
向に延在する形状の側板部３５と、この側板部３５の上端縁部から車幅方向外側に屈曲す
る中間板部３６と、この中間板部３６の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲する中間板
部３７と、この中間板部３７の上端縁部から車幅方向外側に屈曲する上板部３８と、側板
部３５の下端縁部から車幅方向外側に屈曲する下板部３９と、上板部３８の車幅方向外側
の端縁部から上側に屈曲するフランジ部４０と、下板部３９の車幅方向外側の端縁部から
下側に屈曲するフランジ部４１とを有している。ここで、図３に示すように、フロントサ
イドシルインナ２１の側板部３５の下部、下板部３９および下側のフランジ部４１の連続
する後端部は、上側部分よりも後側に突出する突出部４２とされており、その結果、フロ
ントサイドシルインナ２１の側板部３５の上部、中間板部３６、中間板部３７、上板部３
８および上側のフランジ部４０の連続する後端部は下側部分よりも前側に位置するように
切り欠かれた切欠部４３とされている。
【００１５】
　サイドシルジョイント２２は、略上下方向に沿う姿勢で前後方向に延在する形状をなす
とともに後端部が後ろ上がりの拡大する形状の側板部４７と、この側板部４７の上端縁部
から車幅方向外側に屈曲する中間板部４８と、この中間板部４８の車幅方向外側の端縁部
から上側に屈曲する中間板部４９と、この中間板部４９の上端縁部から車幅方向外側に屈
曲する上板部５０と、側板部４７の下端縁部から車幅方向外側に屈曲する下板部５１と、
上板部５０の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部５２と、下板部５１の
車幅方向外側の端縁部から下側に屈曲するフランジ部５３とを有している。ここで、サイ



(4) JP 4421380 B2 2010.2.24

10

20

30

40

50

ドシルジョイント２２の側板部４７の上部、中間板部４８、中間板部４９、上板部５０お
よび上側のフランジ部５２の連続する前端部は、下側部分よりも前側に突出する突出部５
４とされており、その結果、サイドシルジョイント２２の側板部４７の下部、下板部５１
および下側のフランジ部５３の連続する前端部は上側部分よりも後側に位置するように切
り欠かれた切欠部５５とされている。
【００１６】
　アウタパネル２３も、図４に示すように、車幅方向外側に膨出する形状の膨出板部６０
と、この膨出板部６０の上端縁部から上側に屈曲するフランジ部６１と、膨出板部６０の
下端縁部から下側に屈曲するフランジ部６２とを有している。
【００１７】
　フロントサイドシルインナ２１の後部にサイドシルジョイント２２を接合させる場合に
、図７に示すようにサイドシルジョイント２２の上部の突出部５４をフロントサイドシル
インナ２１の車幅方向内側に全体的に重ね合わせて接合させることになる。つまり、サイ
ドシルジョイント２２が、側板部４７をフロントサイドシルインナ２１の側板部３５の車
幅方向内側に、中間板部４８を中間板部３６の上側に、中間板部４９を中間板部３７の車
幅方向内側に、上板部５０を上板部３８の上側に、フランジ部５２をフランジ部４０の車
幅方向内側に、それぞれ接合させる。
【００１８】
　また、フロントサイドシルインナ２１の後部にサイドシルジョイント２２を接合させる
場合に、図８に示すようにフロントサイドシルインナ２１の下部の突出部４２をサイドシ
ルジョイント２２の車幅方向外側に全体的に重ね合わせて接合させることになる。つまり
、フロントサイドシルインナ２１が、側板部３５をサイドシルジョイント２２の側板部４
７の車幅方向内側に、下板部３９を下板部５１の下側に、フランジ部４１をフランジ部５
３の車幅方向内側に、それぞれ接合させる。
【００１９】
　このようにして一体的に接合されたフロントサイドシルインナ２１およびサイドシルジ
ョイント２２の車幅方向外側にサイドシルレインフォース２０が接合され、さらにその車
幅方向外側にアウタパネル２３が接合される。このとき、前側は、図６に示すように、上
部についてフロントサイドシルインナ２１、サイドシルレインフォース２０およびアウタ
パネル２３の上側のフランジ部４０，２９，６１が重ね合わせられて接合され、下部につ
いてはこれらの下側のフランジ部４１，３０，６２が重ね合わせられて接合される。
【００２０】
　また、図６に示す位置の後側であってサイドシルジョイント２２の突出部５４のある部
分は、図７に示すように、上部についてサイドシルジョイント２２、フロントサイドシル
インナ２１、サイドシルレインフォース２０およびアウタパネル２３の上側のフランジ部
５２，４０，２９，６１が重ね合わせられて接合され、下部についてはサイドシルジョイ
ント２２を除く下側のフランジ部４１，３０，６２が重ね合わせられて接合される。
【００２１】
　さらに、図７に示す位置の後側であってフロントサイドシルインナ２１の突出部４２の
ある部分は、図８に示すように、上部についてサイドシルジョイント２２、サイドシルレ
インフォース２０およびアウタパネル２３のフランジ部５２，２９，６１が重ね合わせら
れて接合され、下部についてはフロントサイドシルインナ２１を加えたフランジ部４１，
５３，３０，６２が重ね合わせられて接合される。
【００２２】
　上記したフロントサイドシルインナ２１、サイドシルジョイント２２およびサイドシル
レインフォース２０は、サイドシル１１を構成する。つまり、前側においては、板組の分
割方向が車幅方向つまり左右方向となっているフロントサイドシルインナ２１とサイドシ
ルレインフォース２０とでサイドシル１１が形成され、その後側においては、板組の分割
方向が左右方向となっているフロントサイドシルインナ２１およびサイドシルジョイント
２２とサイドシルレインフォース２０とでサイドシル１１が形成されることになり、さら
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にその後側においては、板組の分割方向が左右方向となっているサイドシルジョイント２
２とサイドシルレインフォース２０とでサイドシル１１が形成されることになる。なお、
サイドシル１１は板組の分割方向が左右方向になっているためその強度が上下方向よりも
左右方向が高くなっている。サイドシルレインフォース２０は、サイドシルジョイント２
２よりもさらに後方に延出している。
【００２３】
　そして、図４，図６～図８に示すように、フロントフロアパネル６５が車幅方向外側で
上側に屈曲するフランジ部６６を、前側において、フロントサイドシルインナ２１の側板
部３５の下部に接合させ、その後側において、図４および図９に示すようにサイドシルジ
ョイント２２の側板部４７の下部に接合させる。
【００２４】
　サイドシルジョイント２２の車幅方向内側には、上記した車幅方向に沿うミッドフロア
クロスメンバ１３の側端部が接合されている。
【００２５】
　ミッドフロアクロスメンバ１３は、図３、図４および図１０に示すように、その下部お
よび後部を構成する略Ｌ字断面のクロスメンバ本体６９と、上部および前部を構成する略
Ｌ字断面のミッドフロアパネル７０とを有している。
【００２６】
　クロスメンバ本体６９は、図３に示すように、略水平に沿う姿勢で車幅方向に延在する
下板部７３と、この下板部７３の後端縁部から立ち上がる背板部７４と、背板部７４の上
端縁部から後側に屈曲するフランジ部７５と、背板部７４の車幅方向外側の端縁部から後
側に屈曲するフランジ部７６と、下板部７３の前端縁部から下側に屈曲するフランジ部７
７と、下板部７３の車幅方向外側の端縁部から下側に屈曲するフランジ部７８とを有して
いる。
【００２７】
　ミッドフロアパネル７０は、略鉛直に沿う姿勢で車幅方向に延在する前板部８３と、こ
の前板部８３の上端縁部から後側に屈曲する上板部８４と、前板部８３の下端縁部から前
側に屈曲するフランジ部８５と、前板部８３の車幅方向外側の端縁部から前側に屈曲する
フランジ部８６と、上板部８４の後端部から後方に突出する図４に示すフランジ部８７と
、上板部８４の車幅方向外側の端縁部から車幅方向外側に突出するフランジ部８８とを有
している。
【００２８】
　そして、クロスメンバ本体６９およびミッドフロアパネル７０を接合させる際に、図４
に示すように、下部についてはクロスメンバ本体６９のフランジ部７７をミッドフロアパ
ネル７０の前板部８３の後面に接合させることになり、上部についてはクロスメンバ本体
６９のフランジ部７５をミッドフロアパネル７０のフランジ部８７の下面に接合させるこ
とになる。このようにして、クロスメンバ本体６９およびミッドフロアパネル７０で閉断
面構造のミッドフロアクロスメンバ１３が形成されることになる。
【００２９】
　このミッドフロアクロスメンバ１３は、図８に示す位置の後側である図９に示すように
ミッドフロアパネル７０のフランジ部８６をサイドシルジョイント２２の側板部４７の車
幅方向内側の面およびフロントフロアパネル６５のフランジ部６６の車幅方向内側の面に
接合させるとともに、フランジ部８５をフロントフロアパネル６５の後端部の上面に接合
させ、さらに、図９に示す位置の後側である図１１にも示すように、フランジ部８８をサ
イドシルジョイント２２の上板部５０の上面に接合させる。
【００３０】
　加えて、ミッドフロアクロスメンバ１３は、図１１およびその後側である図１２に示す
ように、そのクロスメンバ本体６９のフランジ部７６，７８を、サイドシルジョイント２
２の側板部４７の車幅方向内側の面に接合させる。
【００３１】
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　サイドシルジョイント２２の下板部５１の後部には、図３に示すように全体として車幅
方向に沿いかつ前後方向に沿うサイドシルリアエクステンション９３が図１２に示す位置
の後側である図１３に示すように接合されており、サイドシルリアエクステンション９３
の上には、図３に示すように前部が略Ｌ字状をなし後部が上側開口のハット型断面をなす
ロアフレーム９４がサイドシルリアエクステンション９３よりも後方に延出するように設
けられている。このロアフレーム９４の前部とサイドシルレインフォース２０の後部の突
出部分との間には全体として前後方向に沿いかつ上下方向に沿うリアフレームサイドステ
ィフナ（第１のスティフナ）９５が設けられ、このリアフレームサイドスティフナ９５の
後部とロアフレーム９４の車幅方向外側との間にはサイドシルエンドフランジ９６が設け
られている。
【００３２】
　ロアフレーム９４の前部はリアフレームサイドスティフナ９５とで上側開口のハット型
断面をなすことになり、ロアフレーム９４およびリアフレームサイドスティフナ９５の上
側開口を閉塞させるようにアッパフレーム９８が設けられている。また、ロアフレーム９
４とリアフレームサイドスティフナ９５とアッパフレーム９８とで囲まれた部分には、全
体として車幅方向に沿いかつ前後方向に沿うリアフレームフロントスティフナ（第２のス
ティフナ）９９が設けられ、リアフレームフロントスティフナ９９を後方に延長させるよ
うに全体として車幅方向に沿いかつ前後方向に沿うリアフレームスティフナ（第２のステ
ィフナ）１００が配置される。
【００３３】
　サイドシルリアエクステンション９３は、略水平に沿う前板部１０４と、前板部１０４
の後端縁部から後ろ上がりに傾斜しつつ先細形状をなして突出する後板部１０５と、これ
ら前板部１０４および後板部１０５の車幅方向内側の端縁部から上側に屈曲するフランジ
部１０６と、前板部１０４の車幅方向外側の端縁部から下側に屈曲するフランジ部１０７
と、後板部１０５の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１０８とを有し
ている。なお、サイドシルリアエクステンション９３は、前板部１０４がサイドシル１１
を構成しており、傾斜する後板部１０５はリアフレーム１２を構成している。
【００３４】
　リアフレームサイドスティフナ９５は、略上下方向に沿いかつ前後方向に沿うとともに
前部の下部が切り欠かれまた後部が後ろ上がりに拡大する形状の側板部１１０と、側板部
１１０の上端縁部から車幅方向外側に屈曲する上板部１１１と、上板部１１１の前端部を
除く車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１１２と、側板部１１０の前部
の切り欠かれた形状部分の下端縁部から車幅方向内側に屈曲するフランジ部１１３と、側
板部１１０の切り欠かれた形状部分よりも後部の下端縁部から下方に突出するフランジ部
１１４とを有している。ここで、側板部１１０は前部が平板状をなすものの後部は下部が
車幅方向外側に傾斜するように若干屈曲させられている。
【００３５】
　ロアフレーム９４は、略水平に沿う前板部１１８と、前板部１１８の後端縁部から後ろ
上がりに傾斜しつつ後方に延出する後板部１１９と、これら前板部１１８および後板部１
１９の車幅方向内側の端縁部から上側に屈曲する内側板部１２０と、後板部１１９の車幅
方向外側の端縁部から上側に屈曲する外側板部１２１と、内側板部１２０の上端縁部から
車幅方向内側に屈曲するフランジ部１２２とを有している。なお、ロアフレーム９４も、
前板部１１８がサイドシル１１を構成しており、傾斜する後板部１１９はリアフレーム１
２を構成している。
【００３６】
　サイドシルエンドフランジ９６は、略上下方向に沿いかつ後側ほど車幅方向内側に位置
するように傾斜する主板部１２６と、この主板部１２６の前端縁部から前方に突出するフ
ランジ部１２７と、主板部１２６の後端縁部から後方に突出するフランジ部１２８とを有
している。
【００３７】
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　アッパフレーム９８は、略水平に沿う前板部１３１と、前板部１３１の後端縁部から後
ろ上がりに傾斜しつつ後方に延出する後板部１３２と、これら前板部１３１および後板部
１３２の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲する、前後方向に断続的に形成されたフラ
ンジ部１３３とを有している。なお、アッパフレーム９８も、前板部１３１がサイドシル
１１を構成しており、後板部１３２はリアフレーム１２を構成している。
【００３８】
　リアフレームフロントスティフナ９９は、略水平に沿う前板部１３７と、前板部１３７
の後端縁部から後ろ上がりに傾斜しつつ突出する後板部１３８と、これら前板部１３７お
よび後板部１３８の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１３９と、前板
部１３７および後板部１３８の車幅方向内側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１４
０とを有している。なお、リアフレームフロントスティフナ９９も、前板部１３７がサイ
ドシル１１を構成しており、後板部１３８はリアフレーム１２を構成している。
【００３９】
　リアフレームスティフナ１００は、後ろ上がりに傾斜しつつ後方に延出する主板部１４
４と、主板部１４４の車幅方向外側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１４５と、主
板部１４４の車幅方向内側の端縁部から上側に屈曲するフランジ部１４６とを有している
。
【００４０】
　そして、図１３に示すように、サイドシルジョイント２２の後部にサイドシルリアエク
ステンション９３が接合されることになるが、サイドシルリアエクステンション９３は、
そのフランジ部１０７をサイドシルジョイント２２のフランジ部５３とサイドシルレイン
フォース２０のフランジ部３０との間に接合させることになり、その前板部１０４をサイ
ドシルジョイント２２の下板部５１の上面に接合させ、そのフランジ部１０６をサイドシ
ルジョイント２２の側板部４７の車幅方向外側の面に接合させる。
【００４１】
　また、この図１３に示す位置においてサイドシルリアエクステンション９３の上側にロ
アフレーム９４が接合されることになるが、ロアフレーム９４は、その前板部１１８をサ
イドシルリアエクステンション９３の前板部１０４の上面に接合させ、その内側板部１２
０をサイドシルリアエクステンション９３のフランジ部１０６およびサイドシルジョイン
ト２２の側板部４７のそれぞれの車幅方向外側の面に接合させ、フランジ部１２２をミッ
ドフロアパネル７０のフランジ部８８の上面に接合させる。
【００４２】
　さらに、図１３に示す位置においてアッパフレーム９８がロアフレーム９４の上側に接
合されることになるが、アッパフレーム９８は、前板部１３１をロアフレーム９４のフラ
ンジ部１２２の上面に接合させ、フランジ部１３３をサイドシルレインフォース２０のフ
ランジ部２９の車幅方向内側の面に接合させる。なお、アッパフレーム９８の前端部は、
図１２に示すように、サイドシルジョイント２２の上板部５０とミッドフロアパネル７０
のフランジ部８８との接合位置において、これらの上面へ前板部１３１を接合させ、かつ
サイドシルジョイント２２のフランジ部５２の車幅方向内側の面へフランジ部１３３を接
合させている。
【００４３】
　加えて、図１３に示す位置において、クロスメンバ本体６９が、フランジ部７６をサイ
ドシルジョイント２２の側板部４７の車幅方向内側に接合させ、フランジ部７５をミッド
フロアパネル７０のフランジ部８７に接合させている。
【００４４】
　ここで、図１３に示す位置においては、サイドシル１１が、ハット型断面をなすサイド
シルレインフォース２０と、アッパフレーム９８、ロアフレーム９４、サイドシルジョイ
ント２２およびサイドシルリアエクステンション９３で形成されるハット型断面構造とが
左右方向に接合されることで形成されている。
【００４５】
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　図１３に示す位置よりも後側であるサイドシルジョイント２２の後端部の位置において
、図１４に示すように、リアフレームサイドスティフナ９５の前端部位置がロアフレーム
９４とアッパフレーム９８との間に設けられる。このとき、リアフレームサイドスティフ
ナ９５は、その側板部１１０を上下方向に沿わせかつ前後方向に沿わせた姿勢で、フラン
ジ部１１３をロアフレーム９４の前板部１１８の上面に接合させ、上板部１１１をアッパ
フレーム９８の前板部１３１の下面に接合させる。
【００４６】
　ここで、図１４に示す位置は、サイドシル１１とリアフレーム１２との境界付近にある
曲部１５の位置となっており、その結果、板組の主分割方向が左右方向となるようにハッ
ト型断面をなすサイドシルレインフォース２０と、アッパフレーム９８、ロアフレーム９
４、サイドシルジョイント２２およびサイドシルリアエクステンション９３で形成される
ハット型断面構造とが、互いに接合されて曲部１５のサイドシル側閉断面構造部１５０を
形成し、このサイドシル側閉断面構造部１５０の上下面間、つまりアッパフレーム９８の
前板部１３１とロアフレーム９４の前板部１１８との間にリアフレームサイドスティフナ
９５が配されている。
【００４７】
　なお、図１４に示す位置においては、上記に加えて、サイドシルジョイント２２のフラ
ンジ部５３がなくなっており、クロスメンバ本体６９のフランジ部７５もなくなっていて
、さらに、アッパフレーム９８の前板部１３１上にリアフロアパネル１５２が接合されて
いる。それ以外は、図１３に示す位置とほぼ同様の接合関係になっている。
【００４８】
　そして、図１４の位置の後側においては、図１５に示すように、リアフレームサイドス
ティフナ９５が、その上側のフランジ部１１２をアッパフレーム９８の前板部１３１に接
合させ、下側のフランジ部１１３をサイドシルリアエクステンション９３のフランジ部１
０７とサイドシルレインフォース２０のフランジ部３０との間に接合させる。
【００４９】
　また、図１５に示す位置においては、ロアフレーム９４とリアフレームサイドスティフ
ナ９５との間にリアフレームフロントスティフナ９９が設けられることになる。つまり、
リアフレームフロントスティフナ９９は、その前板部１３７を略水平に配置した状態で、
フランジ部１４０をロアフレーム９４の内側板部１２０の車幅方向外側の面に接合させ、
フランジ部１３９をリアフレームサイドスティフナ９５の車幅方向内側の面に接合させる
。なお、前側が先細のリアフレームフロントスティフナ９９をロアフレーム９４との間に
接合させるため、リアフレームサイドスティフナ９５の側板部１１０は上部側がロアフレ
ーム９４の内側板部１２０に近接するように下部が傾斜している。
【００５０】
　なお、図１５に示す位置においては、上記に加えて、サイドシルジョイント２２および
クロスメンバ本体６９がなくなっており、それ以外は図１４に示す位置とほぼ同様の接合
関係になっている。ここで、この図１５に示す位置も、サイドシル１１とリアフレーム１
２との境界付近にある曲部１５の位置であってサイドシル側閉断面構造部１５０の位置と
なっている。
【００５１】
　そして、図１５の位置の後側においては、図１６に示すように、リアフレームフロント
スティフナ９９が、前板部１３７の車幅方向の幅を広げることになり、サイドシルリアエ
クステンション９３は、フランジ部１０７をリアフレームサイドスティフナ９５における
サイドシルレインフォース２０のフランジ部３０との接合位置よりも上側位置に接合させ
る。
【００５２】
　なお、図１６に示す位置において、上記以外は図１５に示す位置とほぼ同様の接合関係
になっている。ここで、この図１６に示す位置も、サイドシル１１とリアフレーム１２と
の境界付近にある曲部１５の位置であってサイドシル側閉断面構造部１５０の位置となっ
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ている。
【００５３】
　上記したサイドシル側閉断面構造部１５０は、板組の主分割方向が左右方向となってい
て、左右方向の強度が上下方向の強度よりも高く、このサイドシル側閉断面構造部１５０
の強度的に弱い方向を補強するように上下面間を上下方向に結ぶようにリアフレームサイ
ドスティフナ９５が配されている。また、このサイドシル側閉断面構造部１５０の後部に
は、リアフレームサイドスティフナ９５とロアフレーム９４の内側板部１２０とを左右方
向に結ぶように上記のリアフレームフロントスティフナ９９が配されている。
【００５４】
　そして、図１６の位置の後側においては、図１７に示すように、アッパフレーム９８が
フランジ部のない後板部１３２となっており、この後板部１３２の下面にリアフレームサ
イドスティフナ９５の上板部１１１が接合されている。そして、リアフレームサイドステ
ィフナ９５は上板部１１１よりも上側のフランジ部１１２がサイドシルレインフォース２
０のフランジ部２９の車幅方向内側に接合される。
【００５５】
　なお、図１７に示す位置において、上記以外は図１６に示す位置とほぼ同様の接合関係
になっている。ここで、この図１７に示す位置は、サイドシル１１とリアフレーム１２と
の境界付近にある曲部１５の位置であって、サイドシル側閉断面構造部１５０とリアフレ
ーム側閉断面構造部１５４との境界位置となっている。
【００５６】
　ここで、曲部１５のうち、ロアフレーム９４における前板部１１８および後板部１１９
の境界部分から前側かつアッパフレーム９８における前板部１３１および後板部１３２の
境界部分から前側が、サイドシル１１の一部を構成するサイドシル側閉断面構造部１５０
となっており、このサイドシル側閉断面構造部１５０には、リアフレームサイドスティフ
ナ９５およびリアフレームフロントスティフナ９９が配置されている。
【００５７】
　また、曲部１５のうち、ロアフレーム９４における前板部１１８および後板部１１９の
境界部分から後側かつアッパフレーム９８における前板部１３１および後板部１３２の境
界部分から後側が、リアフレーム１２の一部構成するリアフレーム側閉断面構造部１５４
となっている。
【００５８】
　図１７の位置の後側においては、図１８に示すように、サイドシルエンドフランジ９６
のフランジ部１２７が、リアフレームサイドスティフナ９５の側板部１１０と、アッパフ
レーム９８のフランジ部１３３およびサイドシルリアエクステンション９３のフランジ部
１０７との間に接合される。つまり、サイドシルエンドフランジ９６のフランジ部１２７
が上下方向の全長にわたってリアフレームサイドスティフナ９５の側板部１１０の車幅方
向内側に接合されることになり、アッパフレーム９８のフランジ部１３３がサイドシルエ
ンドフランジ９６のフランジ部１２７の上端部の車幅方向内側に接合され、サイドシルリ
アエクステンション９３のフランジ部１０７がサイドシルエンドフランジ９６のフランジ
部１２７の下端部の車幅方向内側に接合される。このとき、リアフレームサイドスティフ
ナ９５の側板部１１０の上端部および上板部１１１はサイドシルレインフォース２０の上
部に接合される。
【００５９】
　なお、図１９にも示すように、リアフレームフロントスティフナ９９は前板部１３７を
車幅方向に沿わせた状態で、車幅方向内側のフランジ部１４０をロアフレーム９４の内側
板部１２０に接合させるとともに、車幅方向外側のフランジ部１３９を、リアフレームサ
イドスティフナ９５の側板部１１０に接合させる。
【００６０】
　なお、図１８に示す位置において、上記以外は図１７に示す位置とほぼ同様の接合関係
になっている。ここで、この図１８に示す位置も、サイドシル１１とリアフレーム１２と
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の境界付近にある曲部１５の位置であって、サイドシル側閉断面構造部１５０とリアフレ
ーム側閉断面構造部１５４との境界位置となっている。
【００６１】
　そして、図１８の位置の後側においては、図２０に示すように、サイドシルリアエクス
テンション９３がなくなるとともに、ロアフレーム９４が上方開口のハット型断面となっ
てその車幅方向外側の外側板部１２１でサイドシルエンドフランジ９６の前側のフランジ
部１２７の車幅方向内側に接合されることになる。また、リアフレームフロントスティフ
ナ９９の後端部の後板部１３８の下側にリアフレームスティフナ１００の前端部の主板部
１４４が接合され、リアフレームフロントスティフナ９９の車幅方向外側のフランジ部１
３９の車幅方向外側に接合されるリアフレームスティフナ１００のフランジ部１４５がロ
アフレーム９４の外側板部１２１に接合されて、リアフレームフロントスティフナ９９の
車幅方向内側のフランジ部１４０の車幅方向内側に接合されるリアフレームスティフナ１
００のフランジ部１４６がロアフレーム９４の内側板部１２０に接合される。
【００６２】
　また、図２０に示す位置においては、サイドシルレインフォース２０の上部が、リアフ
レームサイドスティフナ９５のフランジ部１１２とアウタパネル２３のフランジ部６１と
の間から離れることになる。
【００６３】
　なお、図２０に示す位置において、上記以外は図１８に示す位置とほぼ同様の接合関係
になっている。ここで、図２０に示す位置は、上記したように、リアフレームフロントス
ティフナ９９が後板部１３８になるとともにロアフレーム９４が後板部１１９になり、サ
イドシル１１とリアフレーム１２との境界付近にある曲部１５の位置であってリアフレー
ム側閉断面構造部１５４の位置となっている。
【００６４】
　そして、図２０の位置の後側においては、図２１および図２２に示すように、上方開口
のハット型断面のロアフレーム９４の車幅方向外側の外側板部１２１の車幅方向内側にア
ッパフレーム９８のフランジ部１３３が接合されることになる。また、リアフレームフロ
ントスティフナ９９がない状態で、リアフレームスティフナ１００の車幅方向内側のフラ
ンジ部１４６がロアフレーム９４の内側板部１２０に接合され、リアフレームスティフナ
１００の車幅方向外側のフランジ部１４５がロアフレーム９４の外側板部１２１に接合さ
れる。
【００６５】
　また、図２１に示す位置より後側において、サイドシルエンドフランジ９６の主板部１
２６によって後側のフランジ部１２８に接合されるリアフレームサイドスティフナ９５が
、ロアフレーム９４から車幅方向外側に離れることになり、サイドシルエンドフランジ９
６、リアフレームサイドスティフナ９５およびサイドシルレインフォース２０の上側にリ
アホイールアーチ１５６が接合される。
【００６６】
　なお、図２１に示す位置において、上記以外は図２０に示す位置とほぼ同様の接合関係
になっている。ここで、この図２１に示す位置も、サイドシル１１とリアフレーム１２と
の境界付近にある曲部１５の位置であってリアフレーム側閉断面構造部１５４の位置とな
っている。
【００６７】
　ここで、図２１に示す位置のリアフレーム側閉断面構造部１５４は、板組の主分割方向
が上下方向となるようにハット型断面をなすロアフレーム９４と、その開口側を閉塞させ
るようにアッパフレーム９８が接合されることになって、その結果、強度は左右方向より
も上下方向が高くされている。そして、強度的に弱い左右方向を補強するようにこのリア
フレーム側閉断面構造部１５４の左右面、つまりロアフレーム９４の内側板部１２０と外
側板部１２１との間にリアフレームスティフナ１００が配されている。
【００６８】
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　以上により、閉断面構造のサイドシル１１と閉断面構造のリアフレーム１２とを閉断面
構造を連続させるように結合させることになる。また、これらサイドシル１１とリアフレ
ーム１２との境界付近の曲部１５では、図２３および図２４にも示すように、サイドシル
１１側からリアフレーム１２側にかけて、サイドシル側閉断面構造部１５０の上下面間に
上下方向に沿うリアフレームサイドスティフナ９５が配され、リアフレーム側閉断面構造
部１５４の左右面間に左右方向に沿うリアフレームフロントスティフナ９９およびリアフ
レームスティフナ１００が配されることになり、サイドシル１１側のリアフレームサイド
スティフナ９５およびリアフレーム１２側のリアフレームフロントスティフナ９９が、サ
イドシル１１およびリアフレーム１２の連結方向において一部重なり合う。
【００６９】
　つまり、曲部１５においては、サイドシル１１側からリアフレーム１２側にかけて、リ
アフレームサイドスティフナ９５を配したサイドシル側閉断面構造部１５０からリアフレ
ームサイドスティフナ９５とは異なる向きでリアフレームフロントスティフナ９９および
リアフレームスティフナ１００を配したリアフレーム側閉断面構造部１５４へと連続的に
変化していることになる。
【００７０】
　なお、上記構造は、クロスメンバ本体６９とミッドフロアパネル７０とが接合されたミ
ッドフロアクロスメンバ１３に、サイドシルジョイント２２を先に接合させて図２５に示
すクロスメンバ小組部１５８としておき、また、サイドシルリアエクステンション９３と
ロアアーム９４とリアフレームサイドスティフナ９５とサイドシルエンドフランジ９６と
アッパフレーム９８とリアフレームフロントスティフナ９９とリアフレームスティフナ１
００とを先に接合させて、図２５に示すリアフレーム小組部１５９としておき、図２６に
示すように、これらクロスメンバ小組部１５８およびリアフレーム小組部１５９を接合さ
せた後、図２７に示すように、サイドシルジョイント２２にフロントサイドシルインナ２
１を接合させ、さらに図２８に示すように、これらの車幅方向外側に、サイドシルレイン
フォース２０を接合させることになる。
【００７１】
　以上に述べた本実施形態の車体フレーム構造によれば、連続的に結合されるサイドシル
１１とリアフレーム１２との境界付近の曲部１５は、サイドシル１１側からリアフレーム
１２側にかけて、リアフレームサイドスティフナ９５を配したサイドシル側閉断面構造部
１５０からリアフレームサイドスティフナ９５とは異なる向きでリアフレームフロントス
ティフナ９９およびリアフレームスティフナ１００を配したリアフレーム側閉断面構造部
１５４へと連続的に変化しているため、曲部１５の強度を向上させることができる。
【００７２】
　しかも、リアフレームサイドスティフナ９５と、リアフレームフロントスティフナ９９
およびリアフレームスティフナ１００とが向きを異ならせているため、サイドシル１１側
とリアフレーム１２側とでそれぞれ補強の方向を最適にすることができる。つまり、左右
方向よりも上下方向の入力に対して強度的に弱いサイドシル側閉断面構造部１５０にリア
フレームサイドスティフナ９５を上下面間に配し、上下方向よりも左右方向の入力に対し
て強度的に弱いリアフレーム側閉断面構造部１５４にリアフレームフロントスティフナ９
９およびリアフレームスティフナ１００を左右面間に配するため、サイドシル１１側とリ
アフレーム１２側とでそれぞれ補強の方向を最適にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の全体を示す斜め前方から見た斜視図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の全体を示す斜め後方から見た斜視図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の各構成部品を示す分解斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の曲部近傍の斜視図である。
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【図５】本発明の一実施形態の車体フレーム構造のサイドシルを車体前後方向に対する直
交断面で切断した斜視図である。
【図６】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の正断面図である。
【図７】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図６より後側位置の正断面図で
ある。
【図８】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図７より後側位置の正断面図で
ある。
【図９】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図８より後側位置の正断面図で
ある。
【図１０】本発明の一実施形態の車体フレーム構造のサイドシルおよびミッドフロアクロ
スメンバを車体前後方向に対する直交断面で切断した斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図９より後側位置の正断面図
である。
【図１２】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１１より後側位置の正断面
図である。
【図１３】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１２より後側位置の正断面
図である。
【図１４】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１３より後側位置の正断面
図である。
【図１５】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１４より後側位置の正断面
図である。
【図１６】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１５より後側位置の正断面
図である。
【図１７】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１６より後側位置の正断面
図である。
【図１８】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１７より後側位置の正断面
図である。
【図１９】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の曲部の前部を車体前後方向に対する
直交断面で切断した斜視図である。
【図２０】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図１８より後側位置の正断面
図である。
【図２１】本発明の一実施形態の車体フレーム構造における図２０より後側位置の正断面
図である。
【図２２】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の曲部の後部を車体前後方向に対する
直交断面で切断した斜視図である。
【図２３】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の曲部を水平断面で切断した斜視図で
ある。
【図２４】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の曲部の図２３よりも下側を水平断面
で切断した斜視図である。
【図２５】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の接合時の手順を示す斜視図である。
【図２６】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の接合時の手順を示す図２５の後の段
階を示す斜視図である。
【図２７】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の接合時の手順を示す図２６の後の段
階を示す斜視図である。
【図２８】本発明の一実施形態の車体フレーム構造の接合時の手順を示す図２７の後の段
階を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１１　サイドシル
　１２　リアフレーム
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　１５　曲部
　９５　リアフレームサイドスティフナ（第１のスティフナ）
　９９　リアフレームフロントスティフナ（第２のスティフナ）
　１００　リアフレームスティフナ（第２のスティフナ）
　１５０　サイドシル側閉断面構造部
　１５４　リアフレーム側閉断面構造部

【図１】 【図２】
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